
発表№

Ｑ Ｃ サ ー ク ル 紹 介
サ　ー　ク　ル　名 (　フ　リ　ガ　ナ　）      Ｐ　Ｃ　出　力　形　式    

塗装マスター トソウマスター ＲＧＢ  ・  ＨＤＭＩ

25-91 サ ー ク ル 結 成 時 期 2022年  4月　

平 均 年 齢 39.5歳　（最高45歳、最低28歳） 月 あ た り 会 合 回 数 3回　

メ ン バ ー 構 成 12名 会 合 は 就 業 時 間 内　・　外　・　両方

本 部 登 録 番 号

発 表 者 の 所 属 大口岐阜工場　岐阜製造部　バンパ塗装課　塗装３係 勤続　1　年　

テ ー マ 暦 本テーマで　0 　件　 社外発表 0　 回目　 1 回 あ た り 会 合 時 間 1時間　

本 テ ー マ の 活 動 期 間 2024年　10　月　～　　　　2025年　3　月　 本 テ ー マ の 会 合 回 数 18回　

テーマ

会社・事業所名(ふりがな) 発表者名（ふりがな）

弊社は、愛知県刈谷市に本社を置き、創始者 豊田佐吉の基本理念を基に

国内外に５つの地域 ８９社を拠点に３つの領域を軸に

【グローバルに展開する内装システムサプライヤー】です。

私たちが働く大口岐阜工場では、旧型補給用 外装部品を担当。

私たちはバンパ塗装課に所属し、塗装工程ではロボットがバンパに吹き付けしている

ロボット塗装で、日々のメンテナンスが必要不可欠な工程です。

塗装マスタサークルでは,平均年齢３９．５歳 男性１２名が在籍し

メンバーの半分が４０歳以上を占め,経験と知識が豊富なオヤジーズが集まる集団です。

【弊社では、内装部品のシートなどが主力ですが、岐阜製造部は外装部品も手掛ける】

数が少ない工場の中の１つで、私たちは働いています。

私、高木は去年の春に、中途入社をした入社１年目です。

夏には、サブリーダーが部署異動で不在となり、自ら立候補し、新人サブリーダーが誕生。

『自分のため、仲間のためにこだわりを持つ』を大切に

【新体制では、初のQCサークル活動】が始まりました。

サークル紹介ですが、私、高木と井上さんは、メンバーの中でもQC能力が低く

私は経験不足、井上さんは自発力が低いことが弱みです。

サークル能力は、X軸２．９ Y軸３．２でサークルレベルはCゾーンです。

【X軸では、2名のサークル能力の低さが目立ち Y軸では、ベテランの意欲の低さ】が

結果として表れました。

ＱＣ能力が低い２名のためにアドバイザーが勉強会を開催。

私はサブリーダーとして、資料作りにも挑戦しました。

その前向きな新人の姿勢に、井上さんが自らテーマリーダーに立候補。

【QC能力が低い２名が各リーダーになり、サークル能力向上】を目指します。

テーマ選定ですが課方針より２０２５年３月末までに

目標、再塗装率１．９パーセントを目指すが、かかげられましたが

直近の３ヶ月間は、目標値と再塗装率にギャップがあり、上昇傾向でありました。

メンバーで9月度の再塗装不良を調べてみると、ブツが全体の81％を占め

内訳をみると、塗装ブツが慢性不良だと分かり、月1.8％の不良が発生しています。

塗装ブツを現状より半減する事で、課方針の目標が達成貢献できる事から

テーマ【ロボットメンテ見直しによるブツ不良低減】に決定しました。

303



目標設定では、塗装ブツによる再塗装率１．８％を

２０２５年３月末までに５０％減の０．９％にする。

活動中では、QC能力が低いメンバーの育成を目的に

経験と知識が豊富なベテランとのペアでチーム分けをしました。

活動計画では、アドバイザーに進捗状況を確認してもらいながら進め、サークルレベルをBランクへ。

【メンバー一丸となり、全員参加で目標達成】を目指します。

塗装ブツとなる異物の正体を特定する為に

塗装ブツを採取し、断面解析を実施。

【形が異なる異物を３つ確認】する事ができました。

形が異なる３つの異物を、サンプル数の多い順で、順位付けをした所

第１位は塗布層の１番下となるプライマー層に５５％の確率で付着。

観察結果では『大小と大きさはさまざまで、広範囲に付着している』ことから

まるで、ホコリのように見えます。

第１位の塗装ブツを対策出来れば、目標とする50％達成する見込みがあります。

しかし【プライマー工程内で付着する異物の発生源は、どこから来ているのか不明】です。

異物の発生源を特定する為

プライマー層を塗装しているプライマー工程で、発生源になり得るホコリなどを採取。

再び、解析した所【形が異なる異物を３つ確認】する事ができました。

解析結果のまとめ

左のマトリックス図が異物となるホコリなどを採取して顕微鏡で見たものだが

右側の塗装ブツ断面との観察結果とは該当せず、発生源は不明のままです。

【簡単に塗装ブツの発生源を特定】する事ができませんでした。

異物の正体を特定する為に、プライマー工程内で発生源はどこかをテーマに、緊急会合。

会合の中で、異物をイメージしたホコリについて議論がありました。

身近に存在する実際のホコリは、今回調査をした見える場所では少なく、エアコンやソファー下など

見えない所に溜まるものではないか？メンバーで現場に置き換えて考えてみた所

塗装機は見える場所として、綺麗な状態。

しかし、塗装機を分解するメンテナンスでは、見えない場所として

【塗装機内の目に目えないエアーノズルに着目】する事にしました。

塗装機の分解メンテナンスでは、塗装機を分解し

内部にあるエアーノズルを取り外し、確認をした所、表と裏を見ても、綺麗な状態に見える。

しかし、エアーノズルの特徴であるエアー孔を40ヶ所、金ブラシでこすって行くと、１ヶ所に汚れを発見！

再び、解析した所、エアーノズルの汚れは

【塊では無く、１つ１つが小さく密集】している事が分かりました。

再び、今回判明したエアーノズルの汚れとホコリをイメージした異物をマトリックス図で並べた所

エアーノズルに付着する異物の観察結果では『小さいカスが密集していて、軽そう』と実際に存在する

ホコリと同様な観察結果を受け、ホコリの特徴と一致！

また、異物の最大の大きさを測定すると、０．２mmで一致した為

【観察結果と異物の大きさからエアーノズルの汚れと断定】エアーノズルの汚れを対策する事にしました。



エアーノズルは、２つのステップで汚れを落とし切っているはずが実は、磨き残しが発生していました。

なぜなら、０．２mmのエアー孔が４０ヶ所あり、金ブラシ１つでは、汚れを落とし切ることができません。

そこで、０．２mmのエアー孔の汚れを確実に落とし切るには

これしかないとリーダーからの提案で、問題は解決するはず！

エアー孔の洗浄には【歯間ブラシを採用】しました。

しかし、０．２mmのエアー孔を４０ヶ所、1つひとつ歯間ブラシで洗浄するとなると

作業者に大きな負担がかかり、会合では、洗浄に洗浄を重ねる進め方となっていました。

その結果、歯間ブラシの洗浄が増えた事で洗浄時間が１３分上乗せ状態で仕事量が増加。

また、４０歳を過ぎるオヤジーズ集団では老眼鏡を着用するメンバーが増え

目の疲れ・集中力の低下で、作業者には大きな負担。

そこで、自分のためメンバーのためにも【洗浄時間を減らし、作業者の負担を減らす必要】がありますが

なぜ、洗浄に洗浄を重ねる必要があるのか私は疑問を抱き、リーダーに聞いてみる事にしました。

聞き込みをすると洗浄時間を減らす手段は無い！と返答がありました。

そこで、その理由をメンバーに聞いてみると、全員が口を揃えてこう言います。

『そんなの見えるわけがない！』それが、今まで無理とされていた確認作業で

表面だけの確認方法が当たり前となっていました。なぜなら、エアー孔は０．２mmしか無い為

肉眼では到底確認できず、洗浄に洗浄を重ねる方法しかない事が分かりました。

それならば【見える訳がないと思われていた確認方法を見直す】ことで

磨き残しが分かる対策をする事にしました。

何故、エアーノズルの磨き残しが分からないに対して、４Mで特性要因図を作成した所

【目視で確認ができない】が評価として多く、重要要因として上げられました。

私たち塗装マスターの特徴でもあるオヤジーズ集団の独自の評価点を追加。

追加項目は『覚える必要が少なく、簡単に使用が出来る』『仕事量が増えない』

『目の疲れを感じにくい』の３つを含んだ評価結果で

【ライトで全体を可視化する】の評価点が高い結果となりました。

可視化とは、LED付き掃除機のように見えないホコリを見えやすくする手段のことで

オヤジーズ集団からの期待も大きい対策案となり

メンバー全員で【ライトの使用】を実施する事にしました。

エアーノズルのエアー孔は、0.2ミリしかない為

エアー孔は外観からは見えず、表面だけを見ている確認方法に問題がありました。

そこで、暗くて見えないのなら、現場にあるライトで光を照らし

小さいエアー孔の穴詰まりを見つけきれるか、トライを実施。

右側の写真を見て分かる通り、ライトを当てただけでは、エアー孔の穴詰まりは、全く分かりませんでした。

その為【誰でも一瞬で確認できる対策案】が必要です。

ある日、リーダーとメンバーでカラオケ店に行く事に。

室内には、キラキラ光るミラーボール。

私は、小さな光が大きな光になるのを見て、エアーノズルの小さい穴でも、光が入り

エアー孔の穴詰まりを発見できるのではないか？とヒラメキ。

その為には【ミラーボールと照射器の代わりが必要】となります。

ミラーボールの代わりでは、廃材から出た銀玉を見つけ、採用。

しかし、銀玉の高さが低く、エアー孔まで光が入りませんでした。

そこで、光が入り込むには、銀玉の高さをあげる土台が必要となる為

経験と知識が豊富な最年長の森さんにお願いをして、廃材品とサイズがフィットしたキャップで自作。

製作費0円の土台が完成し、視えーるくんと命名。

【ミラーボールの代わりとなる土台が完成】しました。



照射器の代わりでは、現場のペンライトを使用してもエアー孔を完全に映し出す事は出来ず。

そこで、試したライトの照度を見比べた所７８４LX～９０２LXの範囲となるライトだけが

試させておらず、範囲内となるライトの選定に苦労しました。その時『作業者から可視化に成功した』と

大きな声が！メンバーで見に行くと、レンズが取れていることに本人は気付かず

現場にあったペンライトで まさかの可視化に成功！照度を調べてみると１３３０LXが８６７LXまで

減少していることが分かり探していた範囲内の照度を見つける事ができました。

レンズ無しペンライトを採用したくさんトライした中で、【照射器の代わりとなるライトが決定】しました。

小さな孔が光として映し出され、目視で確認作業が出来るようになりました。

使用後、エアーノズルの状態は、汚れが影となり、穴詰まりしている事が分かります。

この改善により、誰でも一瞬で穴詰まりを確認する事が可能。

エアー孔４０ヶ所全てを歯間ブラシで洗浄しなくても、穴詰まりした箇所だけの洗浄時間となり、洗浄時間が

短縮。

また、洗浄残しが無くなり品質の安定化につなげる改善が出来ました。

これで、無理とされていた問題【確認作業】が解決しました。

効果確認では、塗装ブツによる再塗装率、目標５０％減の０．９％を下回り目標達成。

全体の再塗装率では、1.9パーセントの目標に対して、３月末には、1.8パーセントになり、目標達成です。

【塗装課の再塗装率の目標値を下回る】ことができました。

副効果では、エアー孔の穴詰まりを可視化した事によって

汚れている場所だけの洗浄時間になり月２００分 洗浄時間を大幅に短縮する事ができました。

また、エアー孔で使用する歯間ブラシの使用時間が短縮されたことにより

老眼鏡の着用時間が月１６０分短縮され目の疲労や集中力の低下を低減をすることができました。

これからも私たちは自分のため、メンバーの為にも【更なる働きやすい職場づくりを目指します】。

標準化と管理の定着では、エアーノズルの確認作業に必要とする

作業要領書を作成し、メンバーへ教育を実施しました。

また、視えーるくんの治具や汚れなどの確認項目は日常点検表に落とし込み

【標準化と管理の定着を維持させ決めた事を風化させないように日々管理】をしていきます。

個人別サークルレベル評価では、QC能力が低かった私、高木は

サブリーダーの経験と今回のQC資料の作成をおこない、サークル能力が大幅に向上しました。

また、井上さんはテーマリーダーをおこなう事で自発力、リーダーシップが向上。

活動中は、QC能力が低いメンバーとベテランメンバーの

ペア活動での達成感により、ベテランも１ポイントアップ。

リーダーから活動の総評をもらい、次回も頑張ろうというモチベーションが上がり

結果【X軸では２名のスキルが向上 Y軸ではベテランの意欲が向上】しました。

サークルレベル評価。メンバーの中でも、QC能力が低かった私、高木と井上さんは

今回の活動でX軸が向上し、全体として０，３ポイントアップ。

Y軸では、ベテランの意欲が向上し、全体として０，１ポイントアップし

Cゾーンから【Bゾーンに昇格】することができました。

今回の活動で、良かった点として、今まで無理とされていた問題に挑戦し

１つのヒラメキで、誰でも簡単な確認作業に改善出来たこと。

また、悪かった点は、テーマにメンバーの困りごとを吸い上げ出来なかった事が反省点です。

これらの【反省点を生かし、更なるレベルアップを目指し、活動】していきます。


